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教音長 吉田冶郎

T茫市立加因利貝塚団物館は、昭和 4l年 11月に阻館し、今年て 20)月年を迎えました。

附和 39年から行われた加曽利貝塚の発抑調杏ば、 48午度まて紺続して実胴され、日塚の外

側にも当時の集落が広かっていることが判明するなど、重垣た発見かあいつ苔沌しだ。

これらの発掘調否の成果によって）j|］曽利貝塚0)重要性か認識され、北貝塚1よ昭和 45年｀雨且

塚は附禾□5 2 年に国の史跡に指定されぇした。現在、加囚利貝塚 1よ、南— _lじ貝探を中心にして約

1 3万がが買収・公型化され、市民の憩の場として利用されてわります。

博吻館の研究活動については、昭和43年より「貝塚博力館紀要」誌tにおいて、研究論文や

資料紹介という形でお知らせしてましヽりました。

今回の紀要は、覇文時代の生産活動をとりあげ、今まで博物節の調杏研究｛和馳についてお直話

に左った諸先生より王稿をいたた蓉、開館20周年にふボわしし、内容となりました＾

本日が苺占学研究のために、また文化財保護のだめに広く活用されることを望みます。
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